
四万十市立中村小学校 国語科　年間単元重点一覧表 【第２学年】

話題設定
や取材

聞くこと
話し合
うこと

課題設定
や取材

構成 記述 推敲 交流 音読
説明的な文
章の解釈

文学的な文
章の解釈

目的に応じ
た読書

伝統的な言語
文化に関する
事項

　　　　　　　　　　　　　　指導事項等

　　　　　単元・教材名

1 こえに出して読もう 風のゆうびんやさん ○ ◎ ○ ○

としょかんへいこう ○ ◎

かん字のかき方に気をつけよう ◎

こんなことがあったよ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

２　たんぽぽのひみつを見つけよう たんぽぽ ○ ◎ ○ ○ ★

かたかなで書くことば ○ ◎

ことばで絵をつたえよう ○ ◎ ○

かんさつしたことを書こう ○ ◎ ○ ○

３　ばめんごとに読もう お手紙 ○ ◎ ○ ○ ★

まよい犬をさがそう ○ ◎ ○

４　二つのせつめいをくらべよう ふろしきは、どんなぬの ○ ◎ ○ ○

主語とじゅつ語に気をつけよう ◎

じゅんじょよく書こう ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

本は友だち ○ ◎

しを読もう
いろいろなおとのあめ
空にぐうんと手をのばせ ○ ◎ ○

たからものをしょうかいしよう ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

声に出してみよう ◎

言いつたえられているお話をしろう ◎

「ありがとう」をつたえよう ○ ○ ◎ ○ ○

１　声やうごきであらわそう 名前を見てちょうだい ○ ◎ ○ ○

絵を見てお話を作ろう ○ ○ ○ ◎ ○

２　どうぶつのひみつをみんなでさぐろう ビーバーの大工事 ○ ○ ◎ ○ ○ ★

なかまになることばをあつめよう ◎

あそびのやくそくを話し合おう ○ ◎ ○

名人をしょうかいしよう ○ ○ ◎ ○ ○

３　むかし話をしょうかいしよう かさこじぞう ○ ○ ◎ ○ ★

おくりがなに気をつけよう ○ ◎

心がうごいたことを ○ ◎ ○ ○ ○

おばあちゃんに聞いたよ ◎

同じところ、ちがうところ ○ ◎ ○ ○
はんたいのいみのことば
かん字のれんしゅう ◎

４　あなのやくわりを考えよう あなのやくわり ○ ○ ◎ ◎ ○

組み合わせたことばをつかおう ◎

「おもちゃ教室」をひらこう ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

５　紙しばいをしよう ニャーゴ ○ ○ ○ ◎ ○ ★

「ことばのアルバム」を作ろう ○ ◎ ○ ○ ○

１２

１

２

３

カ
　
楽
し
ん
だ
り
知
識
を
得
た
り
す
る
た
め
に

、
本
や
文
章

を
選
ん
で
読
む
こ
と

。

イ

(

カ

）
文
の
中
に
お
け
る
主
語
と
述
語
と
の
関
係
に
注
意

す
る
こ
と

。

イ

（
キ

）
敬
体
で
書
か
れ
た
の
文
章
に
慣
れ
る
こ
と

。

ウ

（
ア

）
平
仮
名
及
び
片
仮
名
で
書
く
語
の
種
類
を
知
り

、

文
や
文
章
の
中
で
使
う
こ
と

。

話すこと
自分の考えの形

成及び交流
言葉の特徴やきまりに関する事項

並
行
読
書
リ
ス
ト

ア

（
ア

）
昔
話
や
神
話
・
伝
承
な
ど
の
本
や
文
章
の
読
み
聞

か
せ
を
聞
い
た
り

、
発
表
し
合

っ
た
り
す
る
こ
と

。

イ

（
ア

）
言
葉
に
は

、
事
物
の
内
容
を
表
す
働
き
や

、
経
験

し
た
こ
と
を
伝
え
る
働
き
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と

。

イ

（
イ

）
音
節
と
文
字
の
関
係
や

、
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
る
語

の
意
味
の
違
い
な
ど
に
気
付
く
こ
と

。

イ

（
ウ

）
言
葉
に
意
味
に
よ
る
語
句
の
ま
と
ま
り
が
あ
る
こ

と
に
気
付
く
こ
と

。

イ

（
オ

）
句
読
点
の
打
ち
方
や

、
か
ぎ

（
「
　
　

」
）
の
使

い
方
を
理
解
し
て
文
章
の
中
で
使
う
こ
と

。

イ
　
自
分
の
考
え
が
明
確
に
な
る
よ
う
に

、
事
柄
の
順
序
に

沿

っ
て
簡
単
な
構
成
を
考
え
る
こ
と

。

月

オ
　
書
い
た
も
の
を
読
み
合
い

、
よ
い
と
こ
ろ
を
見
付
け
て

感
想
を
伝
え
合
う
こ
と

。

オ
　
互
い
の
話
を
集
中
し
て
聞
き

、
話
題
に
沿

っ
て
話
し
合

う
こ
と

。

ア
　
経
験
し
た
こ
と
や
想
像
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
書
く
こ
と

を
決
め

、
書
こ
う
と
す
る
題
材
に
必
要
な
事
柄
を
集
め
る
こ

と

。

ウ
　
語
と
語
や
文
と
文
と
の
続
き
方
に
注
意
し
な
が
ら

、
つ

な
が
り
の
あ
る
文
や
文
章
を
書
く
こ
と

。

エ
　
大
事
な
こ
と
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら

、
興
味

を
も

っ
て
聞
く
こ
と

。

国語への関心・
意欲・態度 Ａ　話すこと・聞くこと Ｂ　書くこと

話
す
・
聞
く

書
く

読
む

ア
　
身
近
な
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
話
題
を
決

め

、
必
要
な
事
柄
を
思
い
出
す
こ
と

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事柄

イ

（
エ

）
長
音

、
拗
音

、
促
音

、
撥
音

、

「
は

」
「
へ

」
及

び

「
を

」
を
文
中
で
正
し
く
使
う
こ
と

。

ウ

（
イ

）
（
ウ

）
第
３
・
４
学
年
漢
字
配
当
表
の
漢
字
の
読

み
・
書
き

Ｃ　読むこと

イ
　
相
手
に
応
じ
て
話
す
事
柄
を
順
序
立
て

、
丁
寧
な
言
葉

を
普
通
の
言
葉
と
の
違
い
に
気
を
付
け
て
話
す
こ
と

。

ウ
　
姿
勢
や
口
形

、
声
の
大
き
さ
や
速
さ
な
ど
に
注
意
し

て

、
は

っ
き
り
し
た
発
音
で
話
す
こ
と

。

イ
　
時
間
的
な
順
序
や
事
柄
の
順
序
な
ど
を
考
え
な
が
ら
内

容
の
大
体
を
読
む
こ
と

。

エ
　
文
章
を
読
み
返
す
習
慣
を
付
け
る
と
と
も
に

、
間
違
い

な
ど
に
気
付
き

、
正
す
こ
と

。

ア
　
語
の
ま
と
ま
り
や
言
葉
の
響
き
な
ど
に
気
を
付
け
て
音

読
す
る
こ
と

。

文字に関する事項

ウ
　
場
面
の
様
子
に
つ
い
て

、
登
場
人
物
の
行
動
を
中
心
に

想
像
を
広
げ
な
が
ら
読
む
こ
と

。

エ
　
文
章
の
中
の
大
事
な
言
葉
や
文
を
書
き
抜
く
こ
と

。

オ
　
文
章
の
内
容
と
自
分
の
経
験
と
を
結
び
付
け
て

、
自
分

の
思
い
や
考
え
を
ま
と
め

、
発
表
し
合
う
こ
と

。

４

６

７

９

１１

５

１０


